
第３学年 国語科学習指導案 
 

日 時 平成２１年１０月１６日（金）５校時 

児 童 第３学年 男 10 名 女 20 名 計 30 名 

授業者 Ｔ1 朝日田 浩子  Ｔ2 下田隆衛 

 

 

 

 

 

１ 単元名  大事なことをたしかめよう  （光村３年下） 

  教材名  「すがたをかえる大豆」 

 

２ 単元について  

⑴ 単元の位置付け 

  【低学年の説明文】 順序を追って、内容の大体を読む。 

            「たんぽぽのちえ」・「サンゴの海の生きものたち」 

            ・時間の流れに目をつける。 

            ・並列の関係  ・問いとまとめのある文章 

  【中学年の説明文】 「ありの行列」・「すがたをかえる大豆」 

            ・段落、中心文を知る。 

            ・接続語に目をつける。 

            ・一つの段落に一つの事柄が書かれている。 

            「『かむ』ことの力」・「アップとルーズで伝える」             

  

 【高学年の説明文】 要旨をとらえ、自分の考えをもつ。 

 

⑵ 教材について 

  第３学年及び第４学年の説明的文章の読解力として、最も身に付けさせたいことは、「目的に応

じて、中心となる語や文をとらえて段落相互の関係を正しく読むこと」である。具体的には、段落

を意識し、まとまりに注意しながら読むことができるようにすることである。そのために、接続語、

文末表現、繰り返し語句などの言葉を押さえながら、段落に書かれている内容を丁寧に整理してい

くことが大切である。その際、児童が目的意識や必要感をもち、主体的に文章の「中心」をとらえ

ることができるような学習展開を工夫することが求められている。 

本教材は、話題提示―事例―筆者の考えという「はじめ・中・終わり」の文章構成になっており、

様々な大豆の食べ方が、人の手の加え方と共に解説されている。1 学期に学習した「ありの行列」

のような仮説・検証型とは異なり、一貫して、大豆がどのような工夫で、どのような姿に変わって

いくのかが述べられている解説型の文章である。段落構成や中心文、キーワードが明確であること、

接続語に着目させやすいことなど、文章の要点を理解させやすい教材である。 

「大豆」は、何らかの形で毎日口にすることが多く、児童にとって身近な食べ物である。しかし、

見ただけでは大豆からできているとは思われないものもある。そのような意外性からも、新鮮な驚

きと興味をもって学習を進めることができる教材である。  

⑶ 児童について  

  ＮＲＴの結果を見ると、全体的に国語の力が低い。「正しく聞き取ること」が不十分、且つ、設

問自体の意味を理解していない児童が多かった。そのため、音読と教材文の視写を継続すると共に、

読書時間の確保に努め、文章をじっくり読む習慣作りに取り組んできた。 

1学期の説明文教材「ありの行列」では、「段落」「中心文」「問いと答えがある文章構成」を学習

した。中心文を見つける方法として、繰り返し出てくる言葉や接続語、文末表現に着目して読む方

法も学んだ。生き物好きの児童が多く、教材文の読み取りから「生き物クイズ」作りまで、意欲的

に学習に取り組むことができた。しかし、中心文を見つける際、説明部分を選択する児童や選択の

根拠がはっきりしない児童も多く見られた。重要語句を押さえ、中心文を丁寧に確認していくこと

が必要である。また、自分の考えを整理して書くことは個人差が大きく、支援を必要とする児童が

複数いるため、ＴＴ体制を組んで指導に当たっている。 

付けたい読解力 Ａ 中心となる語や文を見つけながら読む力 

        Ｂ 文と文のつながり方や段落相互の関係を考えながら読む力 

        Ｃ 自分の考えをもちながら読む力 



⑷ 指導観 

 「ありの行列」では、教師主導の穴埋め形式で要点をまとめた。本教材では、児童が自分で要点を

まとめていくための基本的な方法を身に付けさせたい。そのために、「１．中心文を見つける」「２．

短い文にまとめる」という手順を示す。大豆をおいしく食べる５つの工夫事例は並列の関係であり、

文章の組み立てが類似していることから、繰り返し取り組むことで定着を図りたい。また、叙述に

即した読みをもとに、写真や挿絵を活用した説明、構造的なワークシートの活用、まとめの段階に

おける小見出し作りなどを通して、内容をおおまかにとらえる力もつけさせたい。第 2 教材「食べ

物はかせになろう」では、第 1教材で学んだ文章構成や表現方法を活用していく。 

  本単元は、児童の実態からＴＴ体制で指導に当たる。書く活動で支援を必要とする児童や発表児

童の補助の他、ペア学習時の机間指導においてもＴ２の活用を図りたい。 

  本研究に関しては、単元全体や本時で身に付けたい力を明らかにしながら、授業を展開していく。

また、初発の感想や教科書へのサイドライン、ワークシートへの書き込み、「食べ物はかせになろ

う」等の書く活動を通して、確かに読み取る力を育てていきたい。 

３ 単元の目標 

 ⑴ 大豆や身近な食べ物に興味をもち、資料や関連図書から必要な情報を読み取ろうとする。 

（関心・意欲・態度） 

⑵ 中心となる語や文に着目し、段落相互の関係を考えながら、文章を正しく読む。 

（読むこと イオ） 

⑶ 身近な食べ物について調べ、中心を明確にしながら、段落と段落の続き方に注意して書く。 

（書くこと イエ） 

 ⑷ 文章全体における、段落の役割を理解する。（言語 オ（イ）） 

４ 学習指導計画（１７時間） 

〈一次 つかむ〉 １  ・題名について話し合う。  ・全文を読み、初発の感想を書く。 

２  ・新出漢字や読み替え漢字を確認する。分からない言葉の意味を調べる。 

〈二次 見通す〉 ３  ・「食べ物はかせになろう」を確認し、学習計画を立てる。 

〈三次 深める〉 ４  ・第１～２段落を読み、話題提示の内容を読み取り、読みの視点をつかむ。 

         ５  ・第３～４段落を読み、工夫・食品名・手の加え方を読み取る。 

         ６  ・第５～７段落を読み、工夫・食品名・手の加え方を読み取る。（本時） 

         ７  ・第８～９段落を読み、筆者の考えをまとめる。読後感想を書く。 

〈四次 まとめる〉８  ・段落ごとに小見出しを考える。 

・全文を「はじめ・中・終わり」に分け、段落相互の関係を考える。 

〈五次 広げる〉 ９～17・調べたい食べ物についての情報を収集する。 ・情報を整理し、本を作る。                               

 

５ 本時の指導 

 ⑴ 目 標  大豆をおいしく食べる工夫と具体例を読み取り、要点をまとめる。 

 

 

 

 

⑵ 展 開 

 学習活動（○主発問 ・学習内容） 指導上の留意点・（評価方法） 

つ

か

む 

５

分 

１学習課題を確認し、見通しをもつ。 

 

 

 

・前時までの学習を想起させながら課題を提示する。 

 

                   （観察） 

見

通

す

５

分  

２学習場面を音読する。（形式段落⑤⑥⑦） 

３問題解決の見通しをもつ。 

 ○手がかりになる言葉は何ですか。 

     

○視点を確認する。 

・「また」「さらに」「これらのほかに」などの接続語

に着目し、一つの段落に一つの「くふう」が書いて

あることを押さえる。 

  

本時で付けたい読解力 

 Ａ 中心文からおいしく食べる工夫に関するキーワードを見つけ、要点をまとめる力 

Ｂ 工夫・食品名・手の加え方と続く、文と文のつながり方を考えながら読み取る力 

 大豆をおいしく食べるくふうを

読み取ろう。 



ふ

か

め

る

25

分 

４各自、視点に沿って読み取る。 

（一人学び） 

 ○中心文を見つけ、「おいしく食べる工

夫」が書かれている部分にサイドラ

インを引きましょう。 

 

 

５読み取ったことを交流する。（学び合い） 

 ○「おいしく食べる工夫」を確かめま

しょう。 

・ペアで交流する。 

 ・全体で話し合い、内容を確認する。 

 ○大豆がどのようにして「豆腐・納豆・

味噌・醤油」に姿を変えていくのか、

説明しましょう。 

 

６⑦段落を読み取る。 

 

○中心文の中で「工夫」が書かれている部分に短くサ 

イドラインを引かせる。 

 ・つまずいている児童には、③④段落では一文目に 

  中心文があったことを助言する。 

・早く終わった児童には、「食品名」「手の加え方」

を読み取らせる。 

           （教科書・観察） 

○選んだ部分について、理由も付けて説明させる。 

 ・話型「工夫は～です。わけは～だからです。」を

示し、聞き手を意識して説明させる。 

 ・本文の拡大版を用い、工夫と食品名を確認し、文

と文のつながり方を視覚的にとらえさせる。 

○食品の写真と加工の仕方の絵カードを使って、手順 

 を説明させることで、理解を深める。（Ｔ２補助） 

 ・味噌はグループで話し合い、図にまとめさせる。 

            （観察・発言・発表シート） 

・⑦の中心文と食品名は全体で確認する。 

○「ダイズ」に着目し、これまでの工夫との違いを中

心に話し合う。 

ま

と

め

る 

10

分 

７つかんだことをまとめる。 

 

 

 

８まとめの音読をする。 

９学習について振り返る。 

10次時の学習内容を確認する。 

○各段落の要点をワークシートに書き込ませる。 

 ・文章の構成を捉えやすくするために、文末を「～

するくふう」と体言止めで表現させる。 

           （ワークシート・発言） 

 

 
⑶ 具体の評価規準 

Ａ 十分満足できる Ｂ 概ね満足できる Ｃ 努力を要する児童への支援 

中心文から「おいしく食べる工

夫」を読み取り、簡潔に各段落の

要点をまとめている。 

 中心文から「おいしく食べる工

夫」を読み取り、各段落の要点を

体言止めでまとめている。 

 穴埋め式のワークシートを用

意し、中心文の中の大事な言葉に

気付かせる。 

 
⑷ 板書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（板書計画のまとめ参照） 
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教
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二 

日
常
の
学
校
生
活
に
お
け
る
言
語
活
動 

 

①
物
語
や
詩
を
読
み
、
感
想
を
交
流
し
合
う
こ
と
。 

②
「
は
じ
め
」「
中
」「
終
わ
り
」
の
文
章
構
成
で
日
記
を
書
い
た
り
、
ス
ピ
ー
チ
を
し
た
り
す
る
こ
と
。 

③
図
鑑
や
辞
典
を
利
用
し
た
り
、
関
連
図
書
を
読
ん
だ
り
す
る
こ
と
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３ ２ １ 
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大
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食
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き
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昔
の
人
々
の
知
恵
に
驚
い
た
。 

多
く
の
食
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た
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の
栄
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さ
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多
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地
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あ
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大
豆
の
形
の
ま
ま
で
い
っ
た
り
、
煮
た
り
す
る

工
夫
で
、
い
り
豆
や
煮
豆
が
で
き
る
。 

大
豆
は
、
ダ
イ
ズ
の
種
で
あ
る
。
手
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加
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お
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べ
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工
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と
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ど
毎
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口
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し
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い
る
大
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だ
が
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姿

を
変
え
て
い
る
の
で
気
づ
か
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な
い
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構 
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